
2024(R6)年度 プロジェクト演習 

 

タイトル：鹿児島からアメリカへの移民 

学籍番号：2313074  名前：山下日世   

 

■概要説明： 

私は「外国人と鹿児島のかかわり」をテーマに、鹿児島から外国へ渡った人に焦点を当てた。

私の親戚がアメリカへ渡っているため、外国の中でもアメリカへ渡った人に着目し、「鹿児島か

らアメリカへの移民」というタイトルを設定した。私は、なぜアメリカへ行く必要があったの

か、アメリカでどのような職に就き、どのような苦労があったのかが気になったため、これらの

ことに着目し、実際に渡米している人にインタビューし、インタビュー対象者が経験したことを

聞かせてもらった。インタビュー対象者は 1962 年に渡米し、現在は子供も孫もいる。そのため、

インタビュー者対象者の子供と孫にも、鹿児島に対するイメージと、親が渡米したことについて

どう思っているか、祖父が渡米したことについてどう思っているかについてインタビューした。

原稿作成時に苦戦したことは、言い方がわかりづらい所や、言葉の使い方を間違えている所があ

り、できるだけ多くの人が分かりやすいようにすることが難しかった。 

 

■目的： 

ゼミのテーマが「外国人と鹿児島のかかわり」であるため、外国とのかかわりを明確にするた

めに、過去の鹿児島からアメリカへ移民した人について調べた。 

 

■方法： 

1962 年に鹿児島から渡米した方とその子供と孫にインタビューした。インタビューはテレビ電

話でお互いに顔を見ながら行った。 

 

■結果とまとめ： 

インタビューした結果インタビュー対象者が渡米した当時と今では永住権や市民権得る方法が

違い、その他にも多くの苦労をしていたことが分かった。更に、インタビュー対象者の子供と孫

は鹿児島に対して良いイメージを持っていて、親、祖父が渡米したことに対しても肯定的であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島女子短期大学 教養学科 黒川ゼミ 



2024 年（令和 6 年度）プロジェクト演習 

 

シティビューを利用する外国人観光客の現状 

学籍番号：2313072 名前：村尾萌花 

■概要説明： 

 私は、シティビューを利用する外国人観光客の現状について調べた。そもそもシティビュ

ーとは鹿児島の名所を回るバスのことであるが、その存在を知らない鹿児島の人も少なく

ない。調べた目的として、鹿児島を訪れる外国人観光客が鹿児島の交通をアクセスしやすい

ものだと思っているのか気になったからだ。また、自分自身シティビューを利用した経験が

あり、その際の乗客に外国人が多かったため、シティビューは外国人利用者を増やすための

取り組みをしているのか気になった。これらの疑問を知るために私は実際にシティビュー

に乗り、乗客に話を聞いた。その結果、利用者はシティビューを利用しやすいと答えた人が

多かった。また、鹿児島の観光振興課にもシティビューについて話を聞きにいった。そこで

はシティビューは外国人向けのバスではなく、鹿児島の人にも利用してもらいたいという

ことかつくられたと分かった。 

自分たちでバスに乗り、外国人に話を聞くことは、スマートフォンもあるため翻訳を使えば

簡単であると考えていたが、実際にはインタビュー相手の警戒心を強く感じ、楽しいコミュ

ニケーションにはならなかった。しかし、結果的にシティビューは外国人にとってもアクセ

スしやすいものであると分かった。また、外国人だけではなく県外から訪れた日本人も鹿児

島の歴史を学ぶことが出来て楽しかったと答えていた。 

パンフレットを作成するにあたり、同じシティビューについて調べた人がもう一人いたた

め、内容が被らないようにすることが大変だった。また、写真やイラストを使い、文字だけ

にならないように工夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

鹿児島女子短期大学 教養学科 黒川ゼミ 



2024(R6)年度　プロジェクト演習 

タイトル：鹿児島市の姉妹都市（イタリア・ナポリ市） 
学籍番号：2313028　　　　　　　　　　　　　名前：別府和 
 
■概要説明： 
私は「鹿児島と外国の繋がり」から、「鹿児島市の姉妹都市」というテーマで調査を進めた。鹿児島
市と姉妹都市盟約を結んでいる都市の中でも、今回は盟約を結んでから一番歴史の長いイタリア・
ナポリ市について調査した。姉妹都市になった経緯や行われている交流など、市としての取り組み
を調べるため、鹿児島市役所に行き、国際交流課の方にインタビューを行った。テーマに沿って簡
潔にまとめるため、インタビューで得られた情報の中から、より重要な情報を絞るよう意識した。次に
民間としての取り組みを調べるため、ナポリ市で修業を積み鹿児島市でイタリア料理店を立ち上げ
られた方にインタビューを行った。「市としての取り組み」と「民間としての取り組み」の二つの視点か
らインタビューを行うことで、より多面的に姉妹都市について理解を深めることが出来た。工夫した
点は、余白と文字間隔だ。見やすく均等であることを意識し、上手く余白を使うことと文字色を２色
でまとめることで文をすっきり見せる工夫をした。 
 
■目的： 
「鹿児島市と外国の繋がり」を調査するため、市単位として繋がりを持っているのは姉妹都市だと
考えた。市としての繋がりから民間の繋がりまで調査することを目的とした。 
 
■方法： 
鹿児島市役所へのインタビューとナポリ市と繋がりのある民間の方へのインタビュー 
 
■結果とまとめ： 
結果として、市としての取り組みは、青少年の派遣事業などを通じて、姉妹都市交流からお互い
の文化に触れ異文化理解を深めている。民間としての取り組みは、食や音楽などを通じて鹿児島
市に姉妹都市の文化を伝えることで貢献している。双方から話を聞くことで視点の違いや意識し
ていることの違いを感じた。 
 

鹿児島女子短期大学　教養学科　黒川ゼミ 
 



2024（R6）年度 プロジェクト演習 

 

 

タイトル：発展する鹿児島の医療ツーリズム 

学籍番号：2313012         名前：久保優衣 

 

■概要説明  

私は、鹿児島の医療ツーリズムの発展について調査を行うため、鹿児島県指宿市に所在する

メディポリス国際陽子線治療センターを見学した。 

まず、医療ツーリズムについての説明を行い、現在ではインバウンドの 1 形態として捉え

られていることなどを示した。また、メディポリス国際陽子線治療センターで実際に行われ

ている陽子線治療の魅力や外国人患者の受け入れ体制、治療実績数についてまとめた。 

分かった点は、陽子線治療を求めに中国やロシア、スペイン等多数の国から国境を越えて外

国人患者が訪れているという点だ。作成する際に工夫した点は、文章に限らずインパクトを

与えるため、実際に訪れた際の建物の外観や隣接しているホテルの内観の写真を中央に配

置した点だ。外観の写真を中央に配置することで、どのような場所なのかを読者が想像しや

すくなると考えた。また、展望台から見える景色の写真を掲載した。治療だけではなく鹿児

島県指宿市の魅力や自然の中で体と心を癒すことが出来るということを伝えるためだ。 

 

■目的 

医療業界や経済の活性化として、医療と観光を組み合わせる医療ツーリズムは社会的に必

要不可欠であり、深く調査したいと考えたため。 

 

■方法 

鹿児島県内で医療ツーリズムを推進している指宿市所在のメディポリス国際陽子線治療セ

ンターを見学し、実際にインタビューを行った。 

 

■結果とまとめ 

鹿児島県の発展する医療ツーリズムに基づき実際に調査してみて、メディポリス国際陽子

線治療センターは最先端医療を行うだけの場所ではないと感じた。心身を癒すための運動

施設やホテルが隣接しており、健康増進サービスを提供している。安心安全な治療を行いな

がら旅行という感覚で滞在を楽しむことが出来るのも大きな魅力の一つである。 

 

 

鹿児島女子短期大学 教養学科 黒川ゼミ 



2024(R6)年度 プロジェクト演習 

 

タイトル：鹿児島市における外国人旅行客の受け入れ方法とは？ 

学籍番号：2313075             名前：山中智花 

 

■概要説明： 

 私は、鹿児島市が運営しているシティ―ビューについて調べた。そもそもシティ―ビュー

が外国人旅光客向けのものなのかどうかということについて、また鹿児島市と外国人旅行

客のつながりがあるのかということを確認するために、鹿児島市役所の観光振興課に訪問

した。観光振興課の方では、シティービューの目的と立ち上げた理由、シティービューの現

状と今後の外国人旅行客に向けた取り組み、またシティ―ビューは日本人向けなのかそれ

とも外国人向けなのかについても質問を行った。いずれも、シティ―ビューは観光客が鹿児

島市の観光拠点間を移動できる交通アクセスを向上させるものであり、シティ―ビューは

国内外を問わないということが分かった。 

 工夫したところは、色をはっきりと区別して誰もが見やすいような配置を意識して作り

上げたことである。また、苦戦したところは実際にシティービューに乗車した際に思ってい

たよりも外国人旅光客が乗車せず、インタビューを別日に設けたことである。（416 字） 

 

■目的： 

ゼミの中で鹿児島市と外国人の関わりがあるのかどうかということを調べるために、自

分でテーマを設定して実際に調べた。 

 

■方法： 

ある程度自分自身で調べてから、実際にシティービューに乗車し日本人と外国人の方々

にインタビューを行った。そして鹿児島市役所の観光振興課に訪問し、インタビューを行っ

た。 

 

■結果とまとめ： 

 シティ―ビューは国内外の観光客を問わないということが分かった。また、外国人旅行客

に向けた取り組みも今のところは特にはなく、クレジットカードタッチ決済を取り入れる

などして、外国人旅行客でも利用しやすい環境作りを行っていることが分かった。 

 

 

 

鹿児島女子短期大学 教養学科 黒川ゼミ 



2024(R6)年度 プロジェクト演習  

ウクライナの声 
末吉美花 

ウクライナ県人会 

■概要説明：  

2022年 2月 24日にロシアのウクライナ侵攻が開始されてから現在（2024年 11月時点）まで継続されて

いる（外務省より）。長引く戦況に日本も長期的な支援を行う必要がある。今回の調査では、鹿児島に滞

在しているウクライナ避難者を対象に、鹿児島に避難するに至った経緯や実際に避難者の様子を取材す

る。また、ウクライナ避難者を支援する団体、市の取り組みなども調べる。それらを基に、今後のウクラ

イナ避難者への支援がどうあるべきかを考えていく。 

 

■目的： 

鹿児島県内に住むウクライナ人と県内の支援者について取材し、その結果からウクライナ避難者の本音や

今後のウクライナ支援について考察する。 

 

■方法：インタビュー調査、イベント参加、インターネット調査 

 

■結果とまとめ：2024年 10月 9日にウクライナ県人会に参加。その取り組みで、県人会主催者でもあ

り、フードバンクセンターの理事でもある村上光信さんとコンタクトを取る。また、その場でウクライナ

の方と繋がり、今回のプロジェクト演習の取材をメールで行った。さらに、鹿児島市役所の国際交流課の

方と連絡を取り、現在行っているウクライナ支援についてお話を聞くことが出来た。 

 取材結果から、ウクライナ侵攻についてニュースで見る機会はあったが、他人事のように感じていた。

それは、時間を経るとより一層私たちの日常から遠いものであるように感じられる。しかし、今回ウクラ

イナの方々避難民や支援者を取材していく中で、ウクライナ侵攻は未だに解決していない問題であること

を認識させられた。ウクライナ侵攻が長期化する中で、私たち自身の関心が徐々に薄れていくように、日

本へ避難してきた人々も長期化する避難生活に”いつまで続くのか”という疲労が言外に感じた。 

 私たちは、来日したウクライナの方々に支援を提供すれば良いと考えていた。だが、ウクライナ避難者

は自立心があり、与えられるだけでなく、持続的に生活したいと考えているように接していく中で実感し

た。継続的に与えられる物質的な支援も不必要とは断言できないが、彼らには“困ったときにだけ頼りに

したい、気軽に相談したい窓口”が少ない。私たちが、もし海外で長期に渡って避難する状況を想像する

と、物資的な支援だけでなく、困ったときに少しだけ手を借りられるような支援が必要ではないかと考え

た。 

 今回の調査・取材では、調査期間が短かったこともあり、2、3名のウクライナ避難者しか取材できなか

ったが、ウクライナ県人会では高齢の夫婦や職場で翻訳機を使って仕事をしている避難者の方もいた。県

内で働いている避難者などの取材も今後できれば良い。 

 

 

ウクライナ県人会（本人撮影） 

■文献：出入国在留管理庁  

2024年 11月 24日閲覧 ウクライナ避難者数 

https://www.moj.go.jp/isa/support/fresc/01_00234.html  

 

 

 

鹿児島女子短期大学 教養学科 黒川ゼミ 



 

2024(R6)年度 プロジェクト演習 

 

鹿児島女子短期大学 教養学科 黒川ゼミ 

タイトル：賃貸住宅における外国人居住者の現状 

学籍番号：2313040 名前：石塚奈々心 

 

▪概要説明 

私は、外国人と居住の関係について、居住する際の課題と現状また、外国人を受け入れる賃

貸仲介会社側の対策やメリットについて調べた。まず、鹿児島に住む外国人には働くことを

目的とした居住者が多いことを知った。しかし、居住するにあたって貸主によって受け入れ

態勢が異なり、また、自治体によっても県や市全体の取り組みや支援が行き届いていないこ

とが明らかになった。賃貸物件を探す際に、県や市または自治体での取り組みの情報が多く、

統一性がないことが外国人には理解しにくいと考えた。賃貸仲介会社側の対策として文化

の違いを借主、貸主ともにお互いを理解することがルールや価値観の相違をなくそうと取

り組んでいる。また、働くことを目的とした外国人だけではなく、鹿児島に住むことを目的

とした外国人の増加に期待することができる。日本文化を好む外国人にとって和室が多い

空き家は利点となり、有効活用できることから外国人居住者の増加が鹿児島の空き家対策

に繋がっていくと考えた。 

▪目的 

鹿児島に住むことを目的とした外国人にどのような問題が直面し解決していくのか、また

賃貸仲介会社や自治体、貸主の外国人を受け入れる体制を明らかにする。 

▪方法 

オーリック不動産の賃貸仲介営業の方にインタビューをする。 

インタビュー内容 

〇どのくらいの賃貸住宅が外国人の受け入れ態勢をとっているのか。 

〇賃貸仲介会社側が取っている対策 

〇どのようなトラブルが起きるのか。 

〇外国人が日本に住むことのメリット 

▪結果とまとめ 

外国人が日本に居住する上で一番の課題は文化の違いであり、外国人が文化の違いを理解

できるような取り組みと対策をしていることが分かった。どのくらいの賃貸住宅が受け入

れ態勢をとっているのか詳しいデータはないが、鹿児島に住む外国人は国勢調査の傾向的

に増加すると考えることができるので、受け入れ態勢をさらに整えていくべきだと考える。 



2024(R6)年度 プロジェクト演習 

鹿児島女子短期大学 教養学科 黒川ゼミ 

 

タイトル：鹿児島に住むミャンマー人特定技能生の声 

学籍番号：2313060             名前：野元優梨香 

 

■概要説明： 

 私は、プロジェクト演習で「鹿児島と外国のつながり」をテーマに「鹿児島に住むミャン 

マー人特定技能生」について調査した。 

まず、ミャンマーの基本情報についてインターネットで調べ、まとめた。基礎知識を得た 

ところで、鹿女短のミャンマー人留学生に、知人を紹介してもらい、ミャンマー人のニンさ 

んにオンラインでインタビューを行った。ミャンマーから鹿児島に来た経緯、民主化運動に 

ついて、ミャンマーの文化と日本の文化の違いについて詳しく聞くことができた。最後に、 

インタビューの内容をもとに、自分が本当に伝えたい情報をまとめ、文章を簡潔にした。 

工夫したところは、ミャンマーの国旗カラーを使い見やすいデザインにした点と、基礎知 

識がない人が読んでも理解できる文章にした点である。苦労したところは、インタビューで 

幅広く聞きすぎてしまい論点が途中でずれてしまった点と、クーデターなど複雑な問題を

適切な言葉で表現する点である。 

外国人へのインタビュー調査を通して、相手の文化的背景を理解した上で、外国人と話し 

をすることで良好なコミュニケーションが取れると学んだ。 

 


